
平成30年（2018）は、明治元年（1868）から満150年という節目の年に当たることから、県政史料室

では、1年間にわたって特別展「湖国から見た明治維新」を開催しています。

明治後期を対象とする最終回は、日清・日露戦争という2度の対外戦争や、琵琶湖大水害、姉川地震など

の大災害に対する地域社会の動向を紹介します。

【展示概要】
期間 平成30年10月22日（月）～同31年1月24日（木）
会場 県政史料室（滋賀県庁新館3階 県民情報室内）
日時 月曜日～金曜日（祝日を除く）

午前9時～午後5時
内容 滋賀県歴史的文書等30点
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明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
初

旬
に
か
け
て
、
滋
賀
県
は
非
常
な
豪
雨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

琵
琶
湖
の
水
位
は
、
約
一
丈
三
尺
（
三
・
九
メ
ー
ト
ル
）
増

水
し
、
沿
岸
部
の
町
村
は
湖
水
で
溢
れ
ま
し
た
。
図
①
は
、

九
月
十
一
日
に
蒲
生
郡
役
所
が
県
に
提
出
し
た
水
害
概
況
報

告
の
添
付
図
で
す
。
郡
役
所
や
警
察
所
、
裁
判
所
、
小
学
校

な
ど
、
町
内
の
主
要
建
物
が
こ
と
ご
と
く
水
没
し
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
大
水
害
の
被
害
が
拡
大
し
た
一
因
に
は
、
九
月
八

日
に
京
都
市
が
琵
琶
湖
疏
水
の
閘
門
を
閉
鎖
し
、
水
位
が
さ

ら
に
上
昇
し
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
し
た
。
焦
っ
た
県
は
、

同
月
十
三
日
、
速
や
か
に
規
定
の
水
量
を
通
水
す
る
よ
う
京

都
府
に
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
同
府
は
、
閘
門
の
開
閉
は
京

都
市
の
「
専
権
」
だ
と
し
て
固
く
拒
み
ま
す
。
文
書
③
は
、

県
か
ら
内
務
省
に
提
出
し
た
上
申
書
で
、
京
都
府
の
態
度
を

「
条
理
ニ
背
キ
タ
ル
モ
ノ
」
と
強
く
非
難
し
、
至
急
開
門
し

て
通
水
さ
せ
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

水
害
発
生
当
時
、
淀
川
（
瀬
田
川
）
改
修
工
事
の
一
環
で
、

滋
賀
郡
石
山
村
大
字
南
郷
に
「
洗
堰
」
を
建
設
す
る
計
画
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
堰
が
完
成
す
れ
ば
、
瀬
田
川

の
流
水
量
が
自
由
に
変
更
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
滋
賀

県
民
に
と
っ
て
は
、
水
害
被
害
が
拡
大
し
か
ね
な
い
と
、
従

来
か
ら
危
機
感
を
強
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
実
際
、
琵
琶

湖
大
水
害
の
際
に
は
、
疏
水
閘
門
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
文
書
④
で
県
は
内
務
省
に
対
し
て
「
公
平
至
当
ノ
計
画
」

に
な
る
よ
う
、
強
く
念
を
お
し
て
い
ま
す
。

③「疏水路通水量の義に付上申」明治29年10月20日

【明ね39（40）】

④「瀬田川洗堰築設の義に付上申」明治29年10月26日

【明ぬ147（22）】

①「蒲生郡八幡町水災図面」明治29年9月10日

【明は10（29）】

②「災民救助規則」明治29年10月5日

【明こ195（47）】
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「
郡
制
」
と
は
、
府
県
と
町
村
の
中
間
に
位
置
す
る
郡
を

地
方
自
治
体
と
し
て
定
め
た
法
律
で
す
。明
治
二
十
三
年（
一

八
九
〇
）
五
月
に
公
布
さ
れ
、
従
来
は
単
な
る
行
政
区
画
に

過
ぎ
な
か
っ
た
郡
に
議
決
機
関
で
あ
る
郡
会
・
郡
参
事
会
の

設
置
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
滋
賀
県
で
は
郡
の

境
界
を
め
ぐ
る
紛
争
が
長
期
化
し
た
た
め
、
そ
の
施
行
は
同

三
十
一
年
四
月
ま
で
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
文
書

⑤
は
、
郡
制
実
施
に
向
け
た
日
程
表
で
す
。

明
治
二
十
三
年
五
月
は
、
郡
制
と
と
も
に
府
県
制
度
を
定

め
た
「
府
県
制
」
も
公
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
滋

賀
県
で
は
長
ら
く
郡
制
が
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
同

法
も
延
期
さ
れ
、
三
十
一
年
八
月
に
な
っ
て
施
行
に
至
り
ま

す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
県
会
議
員
は
、
郡
会
議
員
と
郡
参

事
会
員
の
投
票
（
複
選
制
）
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

定
数
も
五
三
名
か
ら
三
〇
名
に
激
減
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

翌
三
十
二
年
三
月
に
府
県
制
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
滋
賀
県

で
複
選
制
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
三
十
一
年
の
み
で
し
た
。

府
県
制
の
施
行
に
と
も
な
い
、
明
治
三
十
一
年
九
月
、
県

参
事
会
と
呼
ば
れ
る
副
議
決
機
関
の
運
営
規
則
が
定
め
ら
れ

ま
す
。
同
会
は
、
県
知
事
、
高
等
官
二
名
、
名
誉
職
参
事
会

員
（
県
会
で
互
選
さ
れ
た
県
会
議
員
）
で
構
成
さ
れ
、
県
会

の
委
任
を
受
け
た
事
件
や
、
緊
急
性
を
要
す
る
事
件
な
ど
の

議
決
権
を
も
ち
ま
し
た
。
同
会
の
議
事
録
は
、
明
治
三
十
四

年
以
降
の
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
決
議
録
は
議
会
事

務
局
が
保
管
し
て
い
ま
す
。

⑤「郡制施行順序」明治30年5月【明こ8（2）】

⑧「県参事会議事録」明治34年2月26日

【明き27（2）】

⑥「郡衙位置の儀に付陳情書」明治30年9月30日

【明こ188（2）】

⑦「東浅井郡県会議員選挙要領書」

明治31年8月15日【明き46合本1（10）】
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明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
一
日
、
明
治
天
皇
は

宣
戦
の
詔
勅
を
発
布
し
、
清
国
に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
行
い

ま
し
た
（
実
際
の
戦
闘
は
七
月
二
十
五
日
か
ら
）。
翌
二
日
、

滋
賀
県
は
恤
兵
事
務
取
扱
委
員
を
設
置
し
、
軍
事
援
護
事
業

を
本
格
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
文
書
⑨
は
、
そ
の
翌
日
に
内

務
秘
書
官
の
安
広
伴
一
郎
か
ら
、
県
知
事
大
越
亨
に
宛
て
た

書
翰
の
写
し
で
す
。
兵
士
の
労
苦
を
い
た
わ
る
た
め
、
県
官

員
の
有
志
に
「
夫
人
ノ
名
義
」
で
出
金
を
促
す
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。
同
月
七
日
、
知
事
夫
人
の
大
越
花
子
ら
は
、
募
金

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
清
両
国
の
戦
争
は
、
明
治
二
十
八
年
四
月
十
七
日
、
下

関
（
山
口
県
赤
間
関
市
）
で
結
ば
れ
た
講
和
条
約
で
終
結
を

迎
え
ま
す
。
し
か
し
同
条
約
で
日
本
に
割
譲
が
決
ま
っ
た
台

湾
は
、
反
発
を
強
め
て
「
台
湾
民
主
国
」
と
し
て
独
立
し
、

日
本
軍
と
の
戦
闘
が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。
文
書
⑩
は
、
再
び

大
越
花
子
ら
の
名
義
で
出
さ
れ
た
募
金
の
呼
び
か
け
文
案
で

す
。
県
官
員
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
兵
士
の
「
慰
労
」

は
女
性
の
役
割
と
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

文
書
⑪
は
、
日
露
戦
争
の
戦
中
・
戦
後
に
取
り
組
ま
れ
た

軍
事
援
護
事
業
の
報
告
書
で
す
。
明
治
三
十
九
年
十
月
の
県

訓
令
に
基
づ
き
、
町
村
ご
と
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
本
文
書

に
よ
れ
ば
、
蒲
生
郡
金
田
村
で
は
、
遠
征
す
る
兵
士
た
ち
に

家
族
の
無
事
を
伝
え
る
た
め
、
軍
人
保
護
義
会
と
い
う
団
体

を
設
立
し
た
よ
う
で
す
。
同
会
に
は
写
真
部
が
置
か
れ
、
家

族
や
郷
里
の
写
真
が
兵
士
た
ち
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

⑩「台湾征討慰労資募集の件」明治28年10月22日

【明ひ6合本1（2）】

⑪「蒲生郡金田村戦時事績」明治40年6月13日

【明ひ15（4）】

⑫「明治三十七八年役忠魂碑の図」

明治40年2月14日【明ひ16（10）】

⑨「軍隊労苦慰籍のため出金願い」明治27年8月3日

【明か30合本2（7）】
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明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
三
月
、
古
社
寺
は
日
本
美

術
の
「
淵
源
」
で
あ
り
、
国
家
に
よ
る
文
化
財
保
護
の
重
要

性
を
説
く
建
議
書
が
、
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

翌
月
、
内
務
省
は
道
府
県
に
管
内
の
古
社
寺
調
査
を
命
じ
ま

す
。
文
書
⑬
は
、
そ
の
訓
令
を
受
け
、
犬
上
郡
長
が
県
に
提

出
し
た
「
古
寺
取
調
書
」
に
添
付
さ
れ
た
図
で
す
。
描
か
れ

て
い
る
西
明
寺
金
堂
は
、
明
治
三
十
年
六
月
に
古
社
寺
保
存

法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
同
年
十
二
月
に
県
内
第
一
号
と
な
る

特
別
保
護
建
造
物
（
後
の
国
宝
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
一
年
十
二
月
、
内
務
省
は
再
び
、
由
緒
あ
る
社

寺
堂
の
建
築
物
調
査
を
道
府
県
に
命
じ
て
い
ま
す
。
今
回
の

訓
令
で
は
、
古
社
寺
保
存
法
の
制
定
を
受
け
て
、
三
百
年
以

上
経
過
し
た
建
築
物
に
特
化
し
た
調
査
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

文
書
⑭
は
そ
の
調
書
で
、社
寺
の
公
的
管
理
台
帳
で
あ
る「
社

寺
明
細
帳
」
と
は
異
な
り
、
建
築
そ
の
も
の
の
沿
革
や
構
造
、

図
面
等
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
社
寺
保
存
法
で
は
、
社
寺
に
関
わ
り
の
な
い
「
名
所
旧

蹟
」
も
保
存
の
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
三

十
一
年
十
二
月
の
内
務
省
訓
令
で
は
、「
永
遠
ニ
保
存
ス
ル
ノ

必
要
」
あ
る
名
勝
旧
蹟
の
調
査
も
含
ま
れ
ま
し
た
。
織
田
信

長
の
居
城
が
あ
っ
た
安
土
山
も
そ
の
対
象
と
な
り
、
現
状
と

由
来
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
文
書
⑮
）。
維
新
後
し
ば

ら
く
は
、
旧
柏
原
藩
主
の
織
田
信
親
が
毎
年
五
〇
円
寄
附
し

て
い
た
も
の
の
、
今
後
は
維
持
保
存
の
見
込
み
が
つ
か
な
い

と
、
国
費
補
助
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

⑯「安土山（織田信長古城跡）」

明治33年4月23日【明せ105合本3（9）】

⑭「古建築物取調書（西明寺）」明治33年4月23日

【明せ24（27）】

⑮「特別保護建造物修理台帳」明治31年12月3日

【明せ60合本2（1）】

⑬「西明寺境内見取図」明治28年11月15日

【明せ19（37）】
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明
治
時
代
に
お
い
て
、
身
寄
り
の
な
い
貧
困
者
の
生
活
支

援
は
、
ま
ず
町
村
が
担
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
町
村
救
助
費
は
、
明
治
二
十
年
末
か
ら
急
増
し
、
明
治

三
十
年
代
は
、
県
全
域
で
平
均
三
八
〇
五
円
に
も
お
よ
び
ま

し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
国
か
ら
の
救
恤
額
も
増
え
、
同
時

期
の
平
均
額
は
二
一
八
三
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
危

機
感
を
強
め
た
内
務
省
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

五
月
、「
濫
救
ノ
弊
」
を
な
く
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
同
年
七

月
に
は
、
県
よ
り
各
郡
市
に
そ
の
旨
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
結

果
、
国
か
ら
の
救
恤
を
受
け
て
い
た
者
全
員
が
給
付
を
打
ち

切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

明
治
四
十
一
年
十
月
、
第
二
次
桂
内
閣
は
勤
勉
と
倹
約
を

強
調
し
た
戊
辰
詔
書
を
発
布
し
、
国
民
生
活
の
引
き
締
め
を

図
り
ま
し
た
。
同
四
十
三
年
に
は
、
甲
賀
郡
伴
谷
村
や
蒲
生

郡
鎌
掛
村
が
そ
の
奨
励
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
掛
村
で
は
、
同
二
十
七
年
五
月
に
満
月
会
と
い
う
貯
蓄
組

合
を
結
成
し
、
村
民
は
毎
月
所
得
に
応
じ
て
、
甲
種
三
〇
銭
、

乙
種
一
五
銭
、
丙
種
三
銭
ず
つ
積
み
立
て
て
い
ま
し
た
。
同

村
の
よ
う
に
、
勤
勉
・
倹
約
に
励
ん
で
公
費
に
頼
ら
な
い
町

村
は
、「
模
範
村
」
と
し
て
褒
め
称
え
ら
れ
た
の
で
す
。

明
治
四
十
四
年
二
月
に
は
、
貧
困
者
の
「
施
薬
救
療
」
を

掲
げ
る
恩
賜
財
団
済
生
会
が
、
皇
室
の
下
付
金
と
民
間
の
寄

付
金
に
よ
り
創
設
さ
れ
ま
す
。
病
院
の
設
立
と
施
療
券
の
配

布
が
主
な
事
業
で
、
各
府
県
で
は
委
託
を
受
け
た
病
院
・
医

師
が
貧
困
者
の
診
療
・
治
療
を
行
い
ま
し
た
。

⑰「国費救助の件」明治41年7月8日【明い272（62）】

⑱「蒲生郡鎌掛村の貯蓄組合（満月会）」

明治42年【明え266合本2（2）】

⑲「感化院設立の趣旨（修斉館）」

明治42年4月【明そ11（1）】

（20）「隣接居住者の相互救療に関する件」

大正元年10月3日【明そ12（36）】
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明
治
四
十
二
年
八
月
十
四
日
、
滋
賀
県
北
東
部
の
姉
川
付

近
を
震
源
地
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
ま
す
。
後
に
「
姉
川

地
震
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
震
は
、
東
浅
井
・
坂
田
・
伊
香

三
郡
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
一
週
間
後
、
宮
内
省
は
罹
災
者
救
恤
の
た
め
、

滋
賀
県
に
一
五
〇
〇
円
の
下
賜
金
を
決
定
し
ま
す
。
八
月
二

十
三
日
に
は
、
侍
従
北
条
氏
恭
（
河
内
狭
山
藩
最
後
の
藩
主
）

が
滋
賀
県
に
遣
わ
さ
れ
、
被
災
地
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

知
事
官
房
は
そ
の
前
日
、
出
迎
え
る
官
員
や
郡
長
に
対
し
て
、

北
条
が
「
シ
ル
ク
ハ
ツ
ト
」
を
被
り
、「
フ
ロ
ク
コ
ー
ト
」
を

着
用
し
て
い
る
と
、
そ
の
特
徴
を
伝
え
て
い
ま
す
。

明
治
四
十
二
年
八
月
十
五
日
、
東
浅
井
郡
役
所
は
郡
内
五

か
所
に
治
療
所
を
設
置
し
、
近
隣
の
医
師
の
協
力
を
得
て
、

被
災
者
の
治
療
に
あ
た
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
滋
賀
支

部
も
救
護
班
を
組
織
し
、
同
所
に
延
べ
三
三
人
の
医
者
・
看

護
婦
な
ど
を
派
遣
し
ま
し
た
。
し
か
し
同
社
は
、
月
末
に
は

引
き
揚
げ
る
予
定
で
あ
っ
た
た
め
、
郡
役
所
は
県
医
師
会
東

浅
井
郡
支
部
と
交
渉
し
て
、
新
た
に
臨
時
救
療
所
を
設
置
し

ま
す
。
こ
の
救
療
所
は
、
虎
姫
村
大
字
五
村
に
置
か
れ
、
被

災
し
た
負
傷
者
や
、
貧
し
い
患
者
の
治
療
を
担
い
ま
し
た
。

被
災
後
は
様
々
な
「
蜚
語
流
説
」
が
流
れ
、
例
え
ば
明
治

四
十
二
年
は
「
死
に
年
」
に
通
ず
る
と
し
て
、
近
々
死
に
至

る
灰
が
降
る
と
い
う
噂
も
そ
の
一
つ
で
す
。
人
び
と
は
そ
の

死
か
ら
免
れ
る
た
め
に
、「
秘
法
ノ
栗
飯
」
を
買
い
求
め
、
噂

を
流
し
た
「
山
師
」
は
、
後
日
逮
捕
さ
れ
て
い
ま
す
。

（23）「臨時救療所設置規程」明治42年8月27日

【明ふ158合本3（5）】

（22）「罹災者救恤に付き金員下賜の件」明治42年8月21日

【明え112（227）】

（21）「震災事務日誌」明治42年8・9月

【明ち319合本6（1）】

（24）「震災記録（東浅井郡）」明治43年頃

【明ふ162合本1（17）】
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【展示関連年表】

西暦 元号 月 日 出来事 展示史料

1894 明治27
7 16 日英通商航海条約が結ばれる（法権の回復）

7 25 日清戦争が起こる ⑨

1895 明治28

3 4 古社寺保存に関する建議が衆議院で可決される ⑬

4 1 滋賀県農事試験場が設立される

4 17 下関条約が結ばれる ⑩

1896 明治29 9 ― 琵琶湖大水害 ①～③

1897 明治30

4 1 西浅井郡が伊香郡に編入される

6 10 古社寺保存法が制定される ⑭⑯

7 18 琵琶湖治水会が発足する

1898 明治31

4 1 滋賀県で郡制が施行される ⑤⑥

6 11 近江鉄道の彦根・愛知川間が開通

6 27 最初の政党内閣（隈板内閣）が発足する

8 1 滋賀県で府県制が施行される ⑦⑧

1899 明治32
2 19 大津在郷軍人会が設立される

7 ― 西明寺本堂の修理が始まる ⑮

1900 明治33 4 15 滋賀県水産試験場が設立される

1902 明治35 1 30 日英同盟が結ばれる

1904 明治37 2 10 日露戦争が起こる ⑪⑫（25）

1905 明治38
3 31 南郷洗堰が完成する ④

9 5 ポーツマス条約が結ばれる

1908 明治41
8 14 姉川地震 （21）～（24）

10 14 戊申詔書が公布される ⑰⑱

1909 明治42 4 ― 修斉館が設立される ⑲

1910 明治43
5 25 大逆事件が起こる

8 29 韓国併合条約が公布される

1911 明治44 5 30 恩賜財団済生会が設立される ⑳

＊ゴシック体は全国の出来事。
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（25）「八幡停車場前の凱旋門」

明治38年【明ひ15（4）】
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